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２０２３年６月１８日
「こういうわけで」：人の結婚が神の創造理想に基づくことを強調する表現。結婚は人間にとって本質的な関係であるだけでなく、神にとって最も重要なものであることが示されている。つまり、結婚は神との関係において、また、神の創造の秩序においてのみ正しく理解できる人間の本質的関係なのである。
「父母を離れて」：男女の結婚が人生において何よりも大切な出来事であることが示唆されている。結婚とは父母への依存関係から、夫婦の相互依存関係への移行を意味しており、さらに結婚は一人の男と一人の女が独占的な愛の関係を結ぶことであり、ある種の排他性を含むものであることが前提とされている。
＊神と人間とは父子関係にあるが、神が御自分の似姿に創造されたアダムとエバが「父母を離れて」愛によって結ばれることを願われたのは、何よりも男女の愛の関係が神聖であり、尊貴なものであったからである。そして、アダムとエバは結婚して夫婦となることにより新たな神との愛の関係を築くことができるようになるのであり、そのようにして新たに結ばれる神と人間との愛の関係こそ、神が何よりも願われた愛の理想なのである。

「女と結ばれ」：「結ばれ」は元来「貼り付く、結合する」の意であり、直接的には性的な結合を意味しているが、ここには全人格的な結合、つまり、精神と肉体とを分離した結合があってはならないことも暗示されている。
「一体となる」：直訳では「一つの肉となる」である。女は男から取られたものであり、もともと両者は一つの肉であったので、別の存在になったとしても、一つの肉として互いに助け合う一体不可分の存在である。そして、結婚という愛の結びつきによって、男女は新しい意味で一つの存在となるのである。
【結婚における排他性と閉鎖性】
結婚には排他性と閉鎖性がある。一人の人格が他の人格と愛で一体となり、結婚するためには、他の存在から離れなければならない。人が真の愛を見出すためには、まず「父母を離れ」なければならない。人は真の愛を体験する前に、まず「孤独」を経験しなければならず、一人の人間として父母の愛を受けつつも、自分は「一人」であるという自己の目覚めが必要である。それは人が神の御前に一人で立つことによってのみ実現することができる。
そして、真の自己の確立がなされ、自己の内に他者のために生きようとする愛が目覚めなければならないのである。「人が独りでいるのは良くない」という愛の衝動が自己の内に目覚めなければ、「ふさわしい助け手」に出会うことはできず、神が願われる結婚をすることはできないのである。
